
【現行制度の下において実施できることから、 
                     積極的な活用が望まれる業務】 
○ 薬剤の種類、投与量、投与方法、投与期間等の変更や検査の

オーダーについて、専門的知見の活用を通じて、医師等と協働

して実施すること 
○ 薬剤選択、投与量、投与方法、投与期間等について、医師に

対し、積極的に処方を提案すること 
○ 薬物療法を受けている患者に対し、薬学的管理（副作用の状

況の把握、服薬指導等）を行うこと 
○ 定期的に患者の副作用の発現状況の確認等を行うため、処

方内容を分割して調剤すること     等 

医療スタッフの協働・連携によるチーム医療の推進について 

薬剤師 

【理学療法等に含まれるものとした業務】 
○ 理学療法士が体位排痰法を実施する際、作業療法

士が食事訓練を実施する際、言語聴覚士が嚥下訓練

等を実施する際に、それぞれの訓練等を安全かつ適

切に実施するために行う喀痰等の吸引     等 

リハビリテーション関係職種 

【生命維持管理装置の操作に含まれるものとした業務】 
○ 人工呼吸器を装着した患者について、気道の粘液分

泌量が多くなるなど、適正な換気状態を維持し、人工

呼吸器の操作を安全かつ適切に実施するために行う

喀痰等の吸引 
○ 人工呼吸器を操作して呼吸療法を行う場合に、人工

呼吸器の操作を安全かつ適切に実施するため、血液

中のガス濃度をモニターした上で実施する動脈の留置

カテーテルからの採血 

臨床工学技士 

【現行制度の下において実施できることから、 
                積極的な活用が望まれる業務】 
○ 画像診断における読影の補助を行うこと 
○ 放射線検査等に関する説明・相談を行うこと 

診療放射線技師 

【現行制度の下において実施できることから、 
                      積極的な活用が望まれる業務】 
○ 一般食(常食)について、医師の包括的な指導を受けて、その食

事内容や形態を決定し、又は変更すること 
○ 特別治療食について、医師に対し、その食事内容や形態を提

案すること(食事内容等の変更を提案することを含む) 
○ 患者に対する栄養指導について、医師の包括的な指導(クリ

ティカルパスによる明示等)を受けて、適切な実施時期を判断し、

実施すること 
○ 経腸栄養療法を行う際に、医師に対し、使用する経腸栄養剤

の種類の選択や変更等を提案すること 

管理栄養士 
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